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概要編

高校生をもつ保護者の皆さまへ

通学時間が
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施設・設備
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まじめな学生が
多い！

丁寧な
個別就活サポート！

世界が注目！
個性的な研究！



令和5年度の学校基本調査によれば、
全国の「大学（学部）進学率」は５７.７％で、
高校卒業者の半数以上が大学へ進学している状況です。

全国に大学は全部で810大学、
うち国立大学は86（大学院大学を除くと82）大学、公立大学は102大学です。

つまり「“約4大学に1大学”が国公立大学」という割合です。
また、大学に入学した新入生総数は約63万人、うち国立大学入学者は約10万人、
公立大学入学者は約3万人で、「“約5人に1人”が国公立大生」という割合です。

旧帝国大学（東大・京大・東北大・北大・九大・阪大・名大）や
都市部の公立総合大学はご存じかもしれません。
全国各地にある地方の国公立大学は、地元以外であまり地名度はありません。
しかし、全国の国公立大学がその地域に根差した「教育」「研究」「社会貢献」に取り組み、

日本だけではなく世界から注目を集める個性的な教育・研究を行っています。
ご存じない“地方の国公立大学”の魅力をご理解いただいた上で、進学先をご検討ください。

大
学
進
学
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地方の国公立大学のひとり暮らし学生の多くが、
大学周辺に居住しています。地方では通学にか
かる“膨大な時間（通学時間）”と“高額なお金（通
学代）”を必要としません。長時間の満員電車に
揺られて通学で疲弊するのは都市部だけです。
地方の学生は「徒歩」や「自転車」の “散歩”感覚
で通学可能です。“実家通学”のメリットはあります
が、「自宅→自転車で最寄駅→私鉄→JR→バス
→大学」で往復の通学に2～4時間もかかり、高
額な定期代が必要です。地方でひとり暮らしを
する方が、時間もお金も無駄がありません。

国公立大学＝「学費が安い」という点は
ご存じだと思いますが、その他のコストを
　　想定されていますか？

通学にかかる
時間と費用3

「ひとり暮らしの学生が多い」のが、地方の国公
立大学の特徴です。生活費で最もお金がかか
るのは“家賃”ですが、地方の場合、家賃相場は
格安です。ワンルームのアパート・マンション（1
か月）の家賃は都市部で6～10万円に対し、地
方では2～5万円です。例えば、鳥取大学（鳥
取キャンパス周辺）では平均3.1万円です。地
方の4年間の家賃代（3万円×12か月×4年＝
144万円）は、都市部（8万円×12か月×4年
＝384万円）に比べ、約240万円安いです。

安価な家賃相場2

金銭面

地方ならばお金も時間もかかりにくい！

5分未満
17%

60分以上  2%

5～10分未満
48%

10～15分未満
22%

鳥取大学

15～30分未満
8% 

30～60分未満  4% 

●鳥取大学生の通学時間（片道）

国公立大学は、文理を問わず、どの大学・学部・
学科でも、授業料はほぼ同額です。国公立大
学の年間授業料は約54万円、4年間で約215
万円です。一方、私立大学の授業料は文系4
年間で約331万円、理系4年間で約465万円
（施設設備費は除く。文部科学省「令和5年度
私立大学入学者に係る初年度納付金平均額調
査結果」より）です。

安価な学費1

●4年間の授業料の比較
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3 「朱に交われば赤くなる」。
4年間（または6年間）生活をともにする
　　周囲の学生は、大きな影響を与えます。

地方の国公立大学には、全国各地から学生が入学します。多様な出身地の
学生が集まることで、文化や方言が異なる友人との人間関係が構築できます。
同じ出身地の学生しか集まらない大学では学生の同質性が高く、異質性や
多様性を受容する能力が養われません。国公立大学の中でも特に他県率の
高い鳥取大学は、在籍する学部生5,150人中、鳥取県出身者は901人（17％）、
鳥取県外出身者が4,249人（83％）です（2023年4月1日時点）。

全国から集まる1

地方の国公立大学には、日本のみならず、海外からも学生が入学します。海外
の留学生が日本の地方国公立大学を選ぶ理由として、「安全安心な住環境」と
「低コストな生活環境」があるようです。“地方”であればアルバイト中心の生活
とならず、しっかりと勉強・研究に取り組め、日本の「四季」「ふるさと」を感じら
れるのも、留学生にとって日本の大きな魅力です。鳥取大学では、中国・韓国・
台湾・モンゴル・ベトナム・タイ・マレーシア・インドネシア・バングラデシュ・スー
ダン・エチオピア・ケニア・ナイジェリア・メキシコ等の27の国・地域から165人
の留学生が学んでいます（2023年4月1日時点）。

世界から集まる2

学生の特性

●鳥取大学の都道府県別在学生数（学部生）
※2023年4月1日現在　※聴講生・科目等履修生等を除く
※出身高校の所在地を基に作成　※編入等で出身高校が不明の場合はその他へ計上

鳥取大学
5,150人

鳥取県出身  17%

鳥取県外出身
83%

2 「ひとり暮らし」は、単に生活力を身につける
だけではなく、社会で求められる力を
　　修得できることをご存じですか？

生活面

大学進学を機に、親離れ・子離れを！

価値観の異なる多様な学生との出会いは大きな財産！

「ひとり暮らし」では、衣・食・住のすべてを自分で対処しなくてはいけません。
「食事」「買物」「洗濯」「掃除」「ゴミ捨て」「諸手続き」等、すべて自分でこなす
必要があります。ひとり暮らしのはじめは誰しも苦労しますが、1か月ほど経過
すれば親に頼らなくても生活できるようになります。親から自立し、自分の意思
をもって主体的に行動していくことを、ひとり暮らしを通じて学びます。自立して
主体的に行動することは、大学でも社会でも求められる非常に重要な能力
です。ちなみに、鳥取大学でのひとり暮らしの割合は約9割です。

自立による主体性1

「ひとり暮らし」を通じて、次の3つの「自己管理能力」が修得できます。
a.「時間の管理」：睡眠・勉強・家事・課外活動等の時間配分と活用
b.「お金の管理」：収入面（仕送り+奨学金+アルバイト代等）と支出面
（家賃+食費+買物+部活動費等）のやりくり
c.「健康の管理」：食生活・生活リズム・運動・定期的な検診（歯科・眼科等）

自己管理能力2

「ひとり暮らし」では、思いもよらないところで、生活上の“困ったこと”が発生
します。その際、支援・協力してくれる存在は“先輩”や“友人”です。地方の
大学ではひとり暮らしの割合が高く、通学時間も短いということは、近く（時
には同じマンション内）に同じ学部・学科の同級生、部活動の先輩等がいます。
困ったことがあったらお互いに助け合う “協働性”を身につけることができ
ます。また、他者と対話し相談することを通じて、“コミュニケーション能力”を
修得することができます。鳥取大学の場合、部活・サークルに加入している
学生は約９割です。

協働性・コミュニケーション能力3

鳥取大学

加入したことがない  13%

学外のサークルに
加入  4%

学内の
文化系に加入  35%

学内の
体育系に加入  48%

●鳥取大学生の部活・サークルの加入状況
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4 高額な学費を支払う最大の目的は？
高い教育成果が期待できる教育環境は？

国公立大学と私立大学の大きな違いに、“学生数と
教員数の比”があります。令和5年度学校基本調査の
学生数（学部学生＋大学院学生）と本務教員数から
「教員1人あたりの学生数」を算出すると、国立大学で
は9.5人、公立大学では11.4人に対して、私立大学で
は19.5人です。学生数が膨大な私立大学の場合、
30～50人です。国公立大学の場合、少ない学生数
に対して多くの教員が配置されています。

教員1人あたりの学生数1
教員とともに学生も「研究」に取り組むのが
大学です。理系であれば実験・実習を行う
「研究室」配属、文系であれば対話・議論
を行う「ゼミナール（ゼミ）」配属があります。
国公立大学の場合、1～4人の学生が1研
究室・ゼミに配属されるケースが多く、個々
の学生と教員が対話をしながら協働して研
究を行います。「研究室・ゼミの配属学生
数＝25%の在学生／その学部所属の専任
教員数」と想定した場合、鳥取大学の地域
学部では約３.6人（186.75人／５2人）、工
学部では約4.0人（４76.75人／１１８人）で
す（2023年5月1日時点）。学生数の多い
私立大学ほど、研究室やゼミの配属学生数
が多くなる傾向です。

「研究室」や
「ゼミ」の実態2

学生数が多いことのメリットはもちろんありま
すが、“教育・研究”においては、少人数に
越したことはありません。地方の国公立大
学にはそもそも大講義室が少なく、大人数
の授業が少ないのに対して、私立大学では
500名以上もの学生が入る大講義室が多
数ある大学があります。大講義室での講義
は、昔ながらの一方通行の授業にならざる
を得ず、アクティブラーニング形式の講義に
は不向きです。また、建物や施設が豪華で
きれいな大学もありますが、日々運用するに
は、莫大に費用がかかっています。「“教育・
研究”の場所として適切かどうか」という観
点でみていただくことをお勧めします。

講義室（教室）の
規模3

教育面

“少人数”で学べる環境がある！

国立大学

9.5人

私立大学

19.5人

公立大学

11.4人

約1/2
私大の

先生

学生

5

研究者による科研費（令和5年度）の新規採択件数を
採択者の所属でみると、国立大学51.5％、私立大学
29.2％、その他（国立研究開発法人・大学共同利用
機関法人・短大・高専等）11.5％、公立大学7.8％です。
令和5年度学校基本調査の「本務教員数」をみると
私立大学１１.1万人（５9.0％）、国立大学6.3万人
（33.3%）、公立大学1.5万人（7.7%）と教員数は私立
大学がかなり多いです。科研費の採択件数、分配額（下
のグラフ）とも国立大学が多いことがわかります。

大学の醍醐味は「教育」を受けるだけでなく、
「研究」ができること。
　　「研究」を行うことができる大学は？

科学研究費助成事業
（科研費）の採択1

学部（学士課程）卒業後、大学院（修士課
程）へ進学して研究活動を続けることも進路
選択のひとつです。大学院の在学生数（令
和5年度学校基本調査）をみると、国立大
学は9.5万人（56.1％）、公立大学は1.2万
人（6.8％）、私立大学は6.2万人（37.0％）
です。学部の学生数とは異なり、大学院在
学生数では国立大学の所属が圧倒的に多
いことがわかります。

大学院の在学生数2

研究面

国立大学には、人文・社会科学系よりも、
自然科学系の工学・理学・農学・医学といっ
た“理系”の学問系統が多くあります。それ
は研究施設・設備の導入や維持・管理の
ためには莫大な予算が必要なため、私立大
学ではまかなえず国立大学が担っている側
面があります。つまり“理系”の大学進学を
考えると、「研究に必要な施設・設備」は国
立大学の方が充実しています。

施設・設備
（特に理系）3

しっかりと研究できる環境がある！

●科研費の配分状況

国立大学
60.5%

その他　12.9%

公立大学　5.6%

私立大学　21.0%

●大学院学生数（修士課程）

国立大学
56.1%

公立大学　6.8%

私立大学　37.0%
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偏差値とは、あるテストを受検した際、自分が全
体の中でどのあたりに位置するかを示す値です。
したがって、偏差値は模擬試験を実施する会社
等が作成します。例えば、大学入学共通テストの
模擬試験を利用して偏差値を計算する場合を考
えましょう。国公立大学の一般選抜ではほぼす
べての大学が6教科8科目を課す一方、私立大学
では、2～ 3教科・科目と少なくなります。一般
的に、教科・科目数が少ないと偏差値は高くなり
ます。また、文系と理系では受検科目が異なる
ため、高校の進路室に貼られている“偏差値表”
は、国公立大学と私立大学、また、文系と理系
に分かれています。したがって、（模擬試験の）
偏差値は一般選抜で大学に合格するための学力
の目安を示すものです。その偏差値の数値を重
要視することは避けた方が良いでしょう。また、“大
学の偏差値”という言葉を使っていませんか？　
残念ながら大学に偏差値はありません。偏差値
は入試が行われる一番小さな単位である「学科
（専攻・コースなど）」でしか示されません。

入試を何で
判断していますか？

偏差値の意味1
国公立大学の倍率は高いと思われている方が
いるかもしれません。大学入学共通テスト後に
新聞や予備校等のwebサイトに掲載されている
倍率は「志願倍率」（志願者数／募集人員）で
あり、本当の競争倍率を示していません。実際
の受験者数に対する合格者数で表したものが
「受験倍率」（受験者数／合格者数）であり、その
過去の値を確認すべきです。一般選抜において、
志願者数＝受験者数になることは少なく、前期
日程の受験者数は、志願者数の9割程度です。
さらに、後期日程の受験者数は、志願者数の3割
を切ることは珍しくありません。したがって、前
期日程で不合格となっても最後まであきらめず
に勉強すると後期日程で合格を勝ち得ることも
あります。近年は、18歳人口の減少により、入
学手続きを終えた者が募集人員に満たず「欠員
2次募集」を実施することがあります。例年3月
28日に実施されますので、本当に最後まであき
らめなければ、国公立大学への進学も可能です。

倍率の意味2
国公立大学に合格することは難しいと思われて
いる方がいるかもしれません。確かに一般選抜
では、大学入学共通テストを6教科8科目受験す
る必要がある大学がほとんどですが、公立大学
や後期日程では受験科目が少ない場合もありま
す。また、入試方式には、一般選抜の他に総合
型選抜や学校推薦型選抜もあります。令和5年
度国公私立大学・短期大学入学者選抜実施状
況の概要によると、国立大学では、定員の
5.6％が総合型選抜、11.4％が学校推薦型選
抜、公立大学では11.6％が総合型選抜、
21.4％が学校推薦型選抜でした。この値は年々
増加しつつあります。総合型選抜・学校推薦型
選抜には、大学入学共通テストを課さず、入学
志願者本人の記載する活動報告書や志望理由
書などの書類審査や面接、小論文、プレゼンテー
ション、実技のような教科学力以外の力を見る
入試もあります。自分のタイプに合った入試方
式を選択することはとても大切です。

入試方式の種類3

入試

「大学の偏差値」というものは存在しません！

合格発表
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多くの大学が「就職率90～100％」を謳っています。“就職率”とは、あくま
で「（就職者数／就職希望者数）×100」の指標です。“就職希望者数”と
その学生の入学年度の“入学者数”は、どのくらい乖離しているでしょうか。
調べてみると、大きな差がある大学もあるかもしれません。”実就職率“（［就
職者数／（卒業者数―大学院進学者数）］×100）をみるのも１つの方法
です。また“就職率”は、あくまで集団の割合を示す数字です。「就職率
95％」を例にして考えてみましょう。就職希望者1,000人のA国立大学だと
「“50人”が未決定」ですが、学生数の多い就職希望者7,000人のB私立大
学では「“350人”が未決定」です。同じ「就職率95％」でも、実数で捉える
と“300人”の差です。高校の生徒数で考えれば、“50人”は約1クラス分で
すが、“350人”は約9クラス分です。

ひとりひとりの学生を見てくれる
大学はどこでしょうか？

就職率の意味1
多くの大学が「丁寧な就職支援」を謳っています。「数多くの就職ガイダン
スを開催し個別面談で丁寧に対応」と説明するものの、実際の“ガイダンス
の参加者数”や“面談者数”を明らかにしている大学は多くありません。なぜ
ならば、単に“やっている”だけで学生が参加（利用）していないケースがあ
るからです。鳥取大学では、学部3年生500名（医師国家試験受験者と
大学院進学者を除く）と大学院（修士課程）の学生300名、合計800名前
後が毎年の就職支援対象の学生数です。例年5月の「就職ウォーミングアッ
プガイダンス」には600～700名、10月の「就職キックオフガイダンス」には
500～600名が参加します。個別相談（常駐相談員5名が学生ひとりずつ
に対応）の面談件数は年間でのべ4,000～5,000件、学生の利用率は約6
割です。またキャリアセンターへの学生の来室率は約9割です。

「丁寧な就職支援」の事実を確認2

就職面

正確な情報を入手しましょう！



9 なぜ大学へ
進学させたいですか？

大学進学には莫大な費用がかかるにも関わらず、大学を中身
（教育・研究）ではなくイメージや知名度で選んでしまうと、大
学進学後に本人にとっても保護者にとっても、大きな損失とな
りかねません。特に、進学先の大学で何を学ぶかをはっきり
とさせる必要があります。したがって、学部名ではなく、学科
（コース・専攻・プログラム）名など、入試における最小の単
位で選ぶことが大切です。例えば、同じ学部内でも、学科が
違えば学ぶ内容や研究対象も異なりますので、入学してから
「こんなはずじゃなかった！」ということにもなりかねません。オー
プンキャンパスに行って、学生や教職員に質問するなど、しっ
かりと情報収集をしてから、大学を選んで欲しいと願います。

大学進学は大きな買い物3
大学進学にあたり「その大学は何をしてく
れるか」といった受け身の姿勢は、望まし
いものではありません。なぜならば、高
校までと異なり、大学に入学してからは、
様々な学生支援や留学の機会があって
も、自分から行動しなければ、何も得るこ
とができないからです。受動的な進学で
はなく、自分が「何をしたいか」「何をする
のか」主体的に考えて、進学することが問
われます。

本人の“主体性”
が重要2

令和5年度学校基本調査の高校生の進
路状況をみると、大学（学部）への進学
率は57.7％でした。30年前（保護者が
高校生だった頃）の平成5年は28.0％で、
比較すると２倍以上となりました。30年
前と社会の状況が大きく変化したとはい
え、高校卒業者の全員が大学へ進学す
るわけではありません。大学以外に短期
大学・専門学校への進学や就職の選択
肢がある中で、自らの進路は意思を持っ
て自己選択をする必要があると思います。

高校卒業後の
進路は自己選択1

大学進学の
意味

大学へ進学する意味を今一度お考えください！

イ
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8 「地方の国公立大学」と
「都市部の私立大学」の違いをご存じですか？

国立大学の多くが戦後の教育政策として
1949年、新制大学として全国各地で開学
しました。その後、大学・学部の新設や、
大学間の合併も一部ありました。また公
立大学から国立大学へ移管された学部を
有する大学もあります。国立大学は、「全
国的な高等教育の機会均等の確保」「地
域の活性化への貢献」「計画的な人材養
成等への対応」のため、全都道府県に設
置されていることが大きな特徴です。

地方の
国立大学の場合1

公立大学は、栃木県・徳島県・佐賀県・
鹿児島県を除き全国各地に設置されてい
ますが、長い伝統の大学や比較的新しい
大学、総合大学もあれば小規模な単科大
学もあります。国立大学がない地域や、そ
の地域で国立大学が学部を有していない
がゆえに、“準国立大学”として開学した大
学（学部）もあります。近年では、地域に
大学が必要不可欠な存在であるとして、
地方の私立大学が公立大学へ移管する
ケースもあります。

地方の
公立大学の場合2

愛される大学と
学生

設置された“理由”と“歴史”をもつ地方国公立大学！

全ての国公立大学が歴史や規模は異なりますが、「地方の国公
立大学」に共通する点があります。それは、地域社会（地方自
治体・地域住民・産業界等）と国との間で長い議論と協議を
経て、苦労の末ようやく設置された、“その地域にとって待望の
大学（学部）”ということです。したがって、大学も学生も地域
から愛され親しまれる存在です。大学が地域社会に根差し繋
がっていることが、地方の国公立大学に共通する“特徴”であり
“魅力”です。都市部には数多くの私立大学が存在しますが、
地域社会から望まれて設置された大学はどれだけあるでしょう
か。私立大学は“建学の理念（精神）”が設置の支柱であり、
設置背景や経緯が国公立大学と異なります。

地方の国公立大学に
共通すること3

国立大学法人鳥取大学 入学センター
〒680-8550 鳥取県鳥取市湖山町南4-101　TEL 0857-31-5554
E-mail info-ac@ml.adm.tottori-u.ac.jp
※この冊子の追加を希望される場合や講演依頼等は、右の「入学センターの問い合わせフォーム」を用いて連絡してください。
※「入試制作物のページ」からこの冊子（概要編）の他、生活編、金銭編、就職編、学問系統編のPDFをダウンロードできます。
※鳥取大学の学生生活に関する図表は『とっとりキャンパスライフ２０23　―令和５年度鳥取大学学生生活実態調査報告書―』から引用しています。
※グラフの構成比は、小数点以下第1位、または、第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはならない場合があります。 202４年春 制作

入学センターの
問い合わせフォーム

入試制作物のページ

企画・制作
お問合せ


